
広報とうやこ　2020 年４月３

有珠山有珠山 知るをを特
集

　2000年噴火から 20年の月日が経過しました。　2000年噴火から 20年の月日が経過しました。
　有珠山は現在も火山活動を継続し、一般的に 20年　有珠山は現在も火山活動を継続し、一般的に 20年～ 3～ 30年周期で噴火が発生すると言わ0年周期で噴火が発生すると言わ
れていることから、次の噴火も決して遠い未来の出来事ではありません。れていることから、次の噴火も決して遠い未来の出来事ではありません。
　しかし、歴史の中で噴火を繰り返すことによって、私たちの生活にさまざまな恵みを　しかし、歴史の中で噴火を繰り返すことによって、私たちの生活にさまざまな恵みを
生み出しています。生み出しています。
　上手に有珠山と付き合って生活していくために、有珠山について知識を深めていきま　上手に有珠山と付き合って生活していくために、有珠山について知識を深めていきま
しょう。しょう。
■問合せ　企画防災課広報統計グループ（☎ 74-3004）■問合せ　企画防災課広報統計グループ（☎ 74-3004）
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2
0
0
0
年
有
珠
山
噴
火

３
月
28
日
〜
３
月
31
日
の
記
録

　
室
蘭
地
方
気
象
台
が
火
山
観

測
情
報
第
１
号
を
発
表
。「
火

山
性
地
震
が
増
発
し
、
27
日
８

時
か
ら
24
時
ま
で
1
0
9
回

を
記
録（
平
常
時
に
観
測
さ
れ

る
平
均
回
数
は
１
か
月
に
20
～

30
回
程
度
）
し
ま
し
た
が
、
火

山
性
微
動
は
観
測
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
」
と
随
時
、
火
山
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
発
表
。

　
室
蘭
地
方
気
象
台
臨
時
火
山

情
報
が
発
表
さ
れ
、
道
、
胆
振

支
庁
、
道
警
、
町（
旧
虻
田
町
）

が
各
自
の
災
害
対
策
連
絡
本
部

を
設
置
し
、（
町
は
夕
方
に
災

害
対
策
本
部
に
格
上
げ
）
警
戒

態
勢
に
入
る
。

　

同
３
号
が
発
表
さ
れ
、「
地

震
活
動
が
活
発
化
し
た
後
、
１

日
な
い
し
数
日
の
間
に
噴
火
し

た
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
後

噴
火
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
警

３
月
28
日

戒
が
必
要
」と
注
意
を
促
し
た
。

　
町
で
は
、
と
う
や
湖
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
旧
月
浦
小

学
校
、
あ
ぶ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
自
主
避
難
所
と
設

定
し
た
。

　

火
山
性
地
震
が
5
8
9
回

を
記
録
。

　
室
蘭
地
方
気
象
台
緊
急
火
山

情
報
第
１
号
で「
今
後
数
日
以

内
に
噴
火
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
火
山
活

動
に
対
す
る
警
戒
を
強
め
る
必

要
が
あ
る
」
と
発
表
。

　
午
後
、
洞
爺
湖
温
泉
地
区
や

泉
地
区
の
一
部
、
入
江
地
区
の

一
部
の
住
民
2
、7
0
4
人（
約

1
、
4
1
1
世
帯
）
に
避
難
勧

告
を
発
動
。

　
夕
方
に
は
す
べ
て
の
観
光
客

が
ホ
テ
ル
を
退
去
。

　
室
蘭
開
発
建
設
部
は
、
国
道

３
月
29
日

についてについて
噴火体験を教訓に噴火体験を教訓に
有珠山噴火有珠山噴火 知るべきことべきこと
　有珠山噴火について、現在の火山観測や研究を進めて分かっていることを北海道大学大学有珠山噴火について、現在の火山観測や研究を進めて分かっていることを北海道大学大学
院理学研究院付属地震火山研究観測センター青山准教授に話を聞きましたので、有珠山につ院理学研究院付属地震火山研究観測センター青山准教授に話を聞きましたので、有珠山につ
いての知識を深めましょう。いての知識を深めましょう。
　2000年噴火当時の記録を振り返ることで、当時を思い返し、家族で避難場所を確認するな　2000年噴火当時の記録を振り返ることで、当時を思い返し、家族で避難場所を確認するな
ど、しっかり準備しましょう。ど、しっかり準備しましょう。



広報とうやこ　2020 年４月５

有珠山有珠山 知るをを特
集

37
号
入
江
～
長
和
間
、
国
道

2
3
0
号
入
江
～
ル
ス
ツ
間
、

国
道
4
5
3
号
長
和
～
大
滝

間
の
通
行
止
め
を
発
表
。

　

岡
田
弘
教
授
が「
有
珠
山
は

一
両
日
中
に
噴
火
の
可
能
性
は

極
め
て
高
く
、
遅
く
と
も
一
週

間
以
内
に
噴
火
す
る
」
と
会
見

を
行
う
。

J
R
室
蘭
本
線
長
万
部
～
東

室
蘭
間
運
転
中
止
。

　
温
泉
地
区
全
域
を
避
難
勧
告

か
ら
避
難
指
示
に
切
替
、入
江・

泉
地
区
の
一
部
も
避
難
指
示

に
切
替
、
避
難
者
数
合
計
1
、

4
7
3
人
。

　
火
山
性
地
震
1
、
6
2
9
回

を
記
録
し
、
そ
の
う
ち
有
感
地

震
6
2
8
回
。

　
洞
爺
湖
温
泉
地
区
全
員
の
避

難
を
確
認
す
る
。

　

岡
田
教
授
が「
長
期
間
の
揺

れ
が
続
い
て
お
り
、
爆
発
的
な

噴
火
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
」
と
指
摘
し
、
有
珠
山
北
西

部
の
噴
火
の
恐
れ
に
つ
い
て
言

及
す
る
。

　
自
治
会
長
会
議
を
開
催
。
長

３
月
30
日

崎
良
夫
町
長
は「
有
珠
山
の
現

況
は
緊
迫
し
た
状
況
で
あ
る
」

と
話
し
、
町
で
行
わ
れ
て
い
る

体
制
の
説
明
や
災
害
弱
者
の
情

報
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
事
項

な
ど
、
避
難
体
制
の
徹
底
な
ど

を
お
願
い
し
た
。

　
室
蘭
地
方
気
象
台
緊
急
火
山

情
報
第
2
号
で「
北
屏
風
山
西

尾
根
内
斜
面
で
断
層
や
地
割
れ

を
確
認
、
協
会
病
院
付
近
で
も

地
割
れ
を
確
認
し
ま
し
た
」
と

発
表
。
ま
た
、
洞
爺
湖
温
泉
地

区
で
は
、
道
路
亀
裂
、
水
道
管

破
裂
の
情
報
が
消
防
本
部
に
入

る
。

　

入
江
地
区
全
域
・
８
区
・
泉

地
区
の
一
部
に
避
難
指
示
発

動
。30

日
の
火
山
性
地
震
は
2
、

4
5
4
回
を
記
録
し
、
有
感
相

当
の
地
震
は
1
、
0
9
1
回
と

発
表
。

　
消
防
庁
は
、
火
砕
流
発
生
に

備
え
て
、
緊
急
消
防
援
助
隊
を

派
遣
。

13
時
７
分
、
有
珠
山
西
側
山

麓
か
ら
噴
火
。

３
月
31
日

北海道大学大学院理学研究院北海道大学大学院理学研究院
附属地震火山研究観測センター附属地震火山研究観測センター

青山　裕青山　裕 准教授准教授

　
有
珠
山
は
噴
火
す
る
度
に
、
噴

火
口
の
近
く
で
山
や
丘
が
作
ら
れ

ま
す
。
も
う
１
つ
の
特
徴
と
し
て

は
、
山
頂
噴
火
の
場
合
、
噴
煙
が

高
く
上
が
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

噴
煙
は
上
空
約
１
万
㍍
の
高
さ
ま

で
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
有
珠
山
は
前
兆
地
震
が
発
生
す

る
と
、
必
ず
噴
火
し
ま
す
。
し
か

し
、
噴
火
時
期
や
場
所
の
特
定
は

難
し
く
、
噴
火
の
歴
史
を
見
て
も

日
本
の
ど
の
火
山
も
特
定
で
き
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

有
珠
山
噴
火
の
歴
史
の
中
で

は
、
最
初
の
前
兆
地
震
が
始
ま
っ

て
か
ら
、
５
日
間
～
１
週
間
く
ら

い
の
間
に
噴
火
活
動
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
例
外
と
し
て
32
時

間
で
噴
火
し
た
こ
と
も
あ
れ
ば
、

半
年
間
の
月
日
が
か
か
っ
た
こ
と

も
あ
る
の
で
、
噴
火
時
期
の
予
測

は
難
し
い
で
す
。

　
噴
火
場
所
に
つ
い
て
は
、
前
兆

地
震
が
始
ま
る

と
、
マ
グ
マ
の
上

昇
に
伴
っ
て
地
表

に
変
化
が
現
れ
て

く
る
た
め
、
観
測

の
分
析
が
進
む

2
0
0
0

2
0
0
0
年
噴
火
か
ら「
も
う

年
噴
火
か
ら「
も
う
2020
年
」
年
」

し
っ
か
り
と
準
備
す
る
こ
と
が
大
切

し
っ
か
り
と
準
備
す
る
こ
と
が
大
切

と
、
あ
る
程
度
の
場
所
の
特
定
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
2
0
0
0
年
噴
火
の

時
よ
り
観
測
体
制
が
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
札
幌
管
区
気
象
台
に
火

山
監
視
・
警
報
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
、
有
珠
山
の
変
化
を
見
逃
す

こ
と
が
な
い
よ
う
充
実
し
た
体
制

で
監
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。
観
測

の
機
械
も
当
時
よ
り
良
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
し
、
観
測
項
目
も

増
え
て
い
ま
す
。
気
象
庁
と
大
学

で
観
測
デ
ー
タ
の
共
有
も
図
り
や

す
く
な
っ
た
の
で
、
当
時
よ
り
研

究
も
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
噴
火
災
害
で
一
番
恐
ろ
し
い
災

―
有
珠
山
の
特
徴

―
噴
火
の
時
期・
場
所
の
特
定

―
2
0
0
0
年
当
時
と

　
現
在
の
観
測
体
制
の
変
化

害
は
火
砕
流
で
す
。
火
砕
流
は
時

間
的
な
余
裕
が
な
く
、
あ
っ
と
い

う
間
に
山
の
斜
面
を
流
れ
て
い
き

ま
す
。
範
囲
も
大
き
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
、予
測
が
で
き
な
い
た
め
、

人
命
に
か
か
わ
る
被
害
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
有
珠
山
は
噴
火
す
る
前
に
、
必

ず
前
兆
地
震
が
発
生
す
る
の
で
、

事
前
に
準
備
で
き
る
と
安
心
し
て

い
る
住
民
も
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
実
は
、
最
近
噴
火
し
て
い
る

他
の
火
山
に
比
べ
て
、
分
か
ら
な

い
こ
と
が
多
い
で
す
。
噴
火
に
向

け
て
頭
の
中
で
2
0
0
0
年
噴

火
の
状
況
な
ど
を
思
い
出
し
、
避

難
の
イ
メ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
持

ち
、
家
族
で
話
し
合
い
、
準
備
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

―
一
番
恐
ろ
し
い
噴
火
災
害

―
次
の
噴
火
に
向
け
た
心
得
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有
珠
山
噴
火

有
珠
山
噴
火
に
よ
る

に
よ
る

景
観
景
観

　
有
珠
山
噴
火
が
発
生
す
る
こ
と
で
、
少
な
か
ら
ず
被
害

を
受
け
、
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
噴
火
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
恵
み
の
お
か
げ
で
今
の
生
活
が
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
か
ら
約
11
万
年
前
、
巨
大
な

噴
火
が
発
生
し
洞
爺
湖
が
生
ま

れ
、
２
万
年
前
に
洞
爺
湖
の
南
岸

で
有
珠
山
が
誕
生
し
ま
し
た
。
前

ペ
ー
ジ
で
青
山
准
教
授
が
話
し
て

い
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
で
は
、

火
山
活
動
の
度
に
大
地
の
形
が
大

き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
数
十

年
に
１
度
の
割
合
で
目
の
前
の
景

色
を
変
え
続
け
て
き
た
こ
の
地
域

は
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い「
変

動
す
る
大
地
」
を
体
感
で
き
る
貴

重
な
学
び
の
場
で
あ
り
、
火
山
活

動
が
形
成
し
た
美
し
い
景
観
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
火
山
の
恵
み
で
あ
る
温
泉
を
は

じ
め
、
火
山
や
森
、
湖
、
海
の
魅

力
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
気
持
ち

よ
く
汗
を
流
せ
る
散
策
路（
フ
ッ

ト
パ
ス
）
な
ど
、
大
地
の
変
化
か

ら
生
ま
れ
る
観
光
資
源
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
変
動
す
る
大
地
を
観
光

資
源
と
し
て
生
か
し
、現
在
ま
で
、

観
光
産
業
を
盛
り
上
げ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

恵
み
恵
み
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温
泉
温
泉

　

洞
爺
湖
温
泉
は
1
9
1
0

年
の
有
珠
山
噴
火
に
よ
る
マ
グ

マ
の
上
昇
で
誕
生
し
ま
し
た
。

1
9
1
7
年
に
は
、
最
初
の
旅
館

竜
湖
館
が
営
業
を
開
始
し
、
そ
の

後
も
次
々
に
旅
館
が
開
業
さ
れ
ま

し
た
。

　
現
在
ま
で
、
洞
爺
湖
温
泉
街
を

町
の
観
光
産
業
の
中
心
と
し
て
盛

り
上
げ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。

　
洞
爺
湖
温
泉
街
は
有
珠
山
の
麓

に
あ
り
、
洞
爺
湖
温
泉
が
誕
生
し

て
か
ら
も
３
回
の
噴
火
を
経
験
し

て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
私
た
ち
は
、

噴
火
に
よ
っ
て
湧
き
上
が
る
温
泉

の
恩
恵
を
受
け
て
、
町
の
産
業
を

盛
り
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

　
次
の
噴
火
が
い
つ
起
こ
る
の
か

は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
噴
火

災
害
を
恐
れ
る
だ
け
で
な
く
、
火

山
の
恵
み
が
あ
っ
て
こ
そ
の
生
活

で
あ
る
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

食食
　
洞
爺
湖
を
誕
生
さ
せ
た
約
11
万

年
前
の
噴
火
は
、
噴
出
物
を
洞
爺

湖
周
辺
で
数
10
メ
ー
ト
ル
も
堆
積

さ
せ
、
周
囲
の
渓
谷
を
埋
め
平
坦

な
地
形
を
作
り
出
し
ま
し
た
。
洞

爺
湖
の
北
西
に
広
が
る
火
砕
流
台

地
は
、
現
在
は
広
大
な
農
場
と
し

て
豊
富
な
作
物
を
生
産
し
て
い
ま

す
。

　
噴
火
が
つ
く
り
出
し
た
日
当
た

り
の
良
い
平
ら
な
地
形
が
、
お
い

し
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫
す
る
た

め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

財
田
地
区
で
は
、
水
は
け
の
よ
い

湖
畔
の
扇
状
地
を
利
用
し
て
、
ブ

ラ
ン
ド
米
と
な
っ
て
い
る
財
田
米

を
生
産
し
て
い
ま
す
。
海
産
物
で

は
、
噴
火
湾
を
巡
る
海
流
が
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
を
循
環
さ
せ
る
た
め
、

ホ
タ
テ
が
生
育
す
る
環
境
に
適
し

て
い
ま
す
。

　
紹
介
し
た
の
は
、
食
の
恵
み
の

一
部
で
す
。
町
の
特
産
品
は
農
産

物
・
海
産
物
の
ど
ち
ら
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
食

卓
に
も
火
山
の
恵
み
に
よ
る
お
い

し
い
食
材
が
並
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
。
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◀洞龍の湯

薬師の湯▶


